
 

持続可能な開発のための教育（ESD）に関するベルリン宣言（仮訳） 

 

前文 

1. ドイツ連邦教育研究省とアドバイザリーパートナーであるドイツ・ユネスコ国内委員会

の協力の下、ユネスコの主催によって 2021年 5月 17日から 19日までオンラインで開催

された ESD 世界会議に政府、国際機関、政府間組織、非政府組織、市民社会、ユース、

学術界、産業界、及び教育と学習に関わるあらゆる領域から参加した我々参加者は、本

宣言を採択する。 

2. 我々は、世界が直面している劇的で相互に関連する諸課題、とりわけ、地球上の生命を

脅かす気候危機、生物多様性の大量喪失、公害、世界的感染症、極度の貧困及び不平等、

武力紛争、並びにその他の環境・社会・経済的危機に対応するため、緊急行動が必要で

あることを確信している。こうした課題の緊急性は新型コロナウイルス感染症の世界的

大流行によって増幅しており、我々が互いや自然との間のより公正かつ包摂的で思いや

りのある平和的な関係に基づく持続可能な開発に向けた道に進めるために、根本的な変

容が必要であると考える。 

3. 我々は、教育は、ものの考え方や世界観に好ましい変化をもたらす強力な手段であり、

開発の軌道が地球を犠牲にして経済成長のみを志向するものではなく、地球システムの

限界の範囲内でのあらゆる者のウェルビーイングを志向するものであることを保証しな

がら、経済、社会及び環境の持続可能な開発のあらゆる側面の融合を支えることができ

ると確信している。 

4. 我々は、SDG4.7 に根差し、17 の SDGs 全ての達成を可能にする持続可能な開発のための

教育(ESD)は、全ての人に持続可能な開発への変化の担い手になるための知識、技能、

価値及び態度をもたらす、必要とされる変容の礎であると確信している。ESD は、学習

者が、批判的思考や協調・課題解決能力、複雑さやリスクへの対応力、レジリエンスの

強化、体系的かつ創造的に思考する力といった認知的能力及び非認知的能力を培うこと

を可能にし、市民として責任ある行動を取る力を与え、SDG4―教育 2030に定められた質

の高い教育を受ける権利を実現させる。我々は、ESD は、自然の他、人権、民主主義、

法の支配、不差別、公正及びジェンダー平等の尊重に基づき、これらを推進しなければ

ならないと考える。さらに、ESD は、異文化理解、文化多様性、平和と非暴力の文化、

包摂性、責任ある行動的なグローバル市民の概念を推進すべきである。 

5. 我々は、政策、学習環境の変革、教育者の能力開発、ユースのエンパワーメント、地域

レベルでの活動といった領域において ESDに関する行動を動員するための次の 10年の指

針となる文書として、新たな「ESD for 2030」の枠組み及びその実施のためのロードマ

ップを歓迎する。 

我々の約束 

6. 我々は、各々の責務及び責任の範囲内において、必要性、能力、利用可能なリソース、

及び国家的優先課題を考慮しながら、以下を約束する。 

a) 我々の教育システムのあらゆる段階において、ESDが環境及び気候行動をカリキュラ

ムの中核要素として備えたその基本要素であることを保証する一方、持続可能な開

発のあらゆる側面の相互関連性を認識する ESDに対する全体的な視点を維持する。 
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b) 全ての個人が持続可能な開発のための生涯学習の機会を得られるように、幼児教育

から高等教育及び技術教育及び訓練並びに職業教育及び訓練（TVET）を含む成人教

育まで、あらゆる段階の教育訓練並びにノンフォーマル教育及びインフォーマル教

育に ESDを組み込む。 

c) 認知的能力、社会性と情動の学習、個人及び社会的側面の変容に向けた行動能力に

共に重点を置きながら ESD を実施し、持続可能な開発、平等及び人権尊重に向けた

個人の行動変容、並びに経済・社会のシステムレベルでの根本的な構造改革・文化

変容を推進し、また、これらの変化をもたらすために必要となる政治的行動を促進

する。 

d) ESDの力を生かして社会を再設計し、とりわけ科学知識へのアクセスやデータ共有を

奨励することにより、研究や根拠に基づく政策、民主的な意思決定及び土着の知識

の認識を促進することで、地球のみならず人々のウェルビーイングの尊重を中心に

据えた持続可能な変革型経済を推進し、将来の地球規模の危機へのレジリエンスと

備えを強化する。 

e) 学校が参加及び能動的市民性、公正及びジェンダー平等、健康、自然との繋がりや

自然環境の尊重、エネルギー効率及び持続可能な消費のための生きた実験室となる

時、また学習が実験的、行動志向的で地域及び文化的に適応している場合に、学習

者及び学校コミュニティは民主的参加を通じて持続可能な開発に有意義に参加する

ようになることを認識して機関包摂型アプローチを推進し、学習者が生き方を学び、

学んだように生きることができるようにする。 

f) 小島嶼開発途上国では気候変動や自然災害への脆弱性が増大していることから、ESD

の実施において特別な注意が必要であるため、気候変動を小島嶼開発途上国にとっ

て特に重要な ESDの優先領域として認識する。 

g) また、ESD推進のための教師の重要な役割を認識して全ての教育段階において教師及

びその他の教育人材の能力開発に投資し、必要な教育変容に向けて教育セクター全

体でのアプローチが行われるよう保証する。 

h) 新技術、デジタル技術及び「グリーン」技術の可能性を生かし、技術へのアクセス、

その開発及び利用が、リスクと利益の適切な評価を伴い、責任のある、安全、公正、

包摂的な形で、批判的思考及び持続可能性原則に基づいて行われることを保証する

と共に、ESDのためのオープン教育資源、オープンサイエンス及び手頃な eラーニン

グ設備を推進する。 

i) 学習や市民参加の機会を作り、個人及び社会の変容の共同の作り手として ESD に参

加するための資質・能力やツールを提供することにより、持続可能な開発への変化

の担い手としての力を若者に与える。 

j) 状況に即し、緊急時教育に ESDを組み込んだ革新的 ESD政策を推進することにより、

包摂的アプローチを通じて、障害を持つ人や避難民並びに紛争や危機及び自然災害

による影響を受けた人々を含む、社会から取り残された人々を優先する。 

k) 知識や技能へのアクセスにおいてジェンダー平等及び不差別を重視し、持続可能性

の課題及び潜在的解決策のより深く総体的な理解を可能にする ESD におけるジェン

ダー主流化を確実なものとする。 



3 
 

l) 貧困、特に極度の貧困に立ち向かうために ESD を結集し、技術教育及び訓練並びに

職業教育及び訓練（TVET）及び能力開発を含め、学習者に対し持続可能な生活に対

する個人及び社会の要求を満たすための適切な資質・能力を付与して、人間の尊厳

及び人間らしく暮らす権利を保証する。 

m) 教育省庁と持続可能な開発に影響を与える他の全ての省庁が連携して、統治のあら

ゆるレベルにおいて ESD に関する多部門・多分野間の協力を強化し、教育省庁及び

環境省庁の協力強化を核に非政府組織、学術界、産業界、ユースなど、他の全ての

関連ステークホルダー・グループとの協力も強化して、政府全体でのアプローチを

確保する。 

n) 世界、地域及び国レベルにおいて、教育、環境、気候、持続可能な経済及びその他

の関連開発課題のさらなる調整を支援し、様々なステークホルダー・グループ間の

ネットワークを強化することで、各取組が相互支援的かつ補完的となるようにし、

ESDの構造的な主流化を支援する。 

o) コロナ禍において、またそれ以降も、十分なリソースを割り当てて ESD に対する国

内及び国際的な資金供給を守り、また全ての社会をより公正で持続可能なものとす

るに当たっての教育の力を強化するようなやり方で開発途上国における質の高い教

育やユースのエンパワーメントを推進するに当たり、国際開発協力が果たす役割を

重視する。 

p) ESDの実施が継続的に改善され、誰一人取り残されないようにするのに役立つことを

確実にするために、ESD の進捗を SDGs の全体的なモニタリング及び特に目標 4.7 に

照らしてモニタリングし、ESD に関する評価体系を導入し、ESD の進捗を評価する方

法に関する研究を強化する。 

今後の取組 

7. 我々は、ユネスコが、国連における ESD の主導機関として、加盟各国と協力し、特にユ

ニツイン／ユネスコチェア、ユネスコスクール及びユネスコ指定サイトを含むそのネッ

トワークを動員して、実施の進捗の定期的な見直しを確実に行いながら、本宣言の実施

を支援することを求める。 

8. 我々は、2021 年国連生物多様性条約締約国会議（COP15）や 2021 年国連気候変動枠組条

約締約国会議（COP26）及びそれ以降の重要なマイルストーンを見据えて、本宣言及び

その各規定を、関連する世界、地域、国内及びローカルのプロセスを通じて前進させる

ことを約束する。  

9. 人々や地球のための変容学習は、我々及び将来の世代の生存のために不可欠である。今

こそ、我々の地球のために学び行動する時である。 



Berlin Declaration on Education for Sustainable Development 

Preamble 

1. We, participants from governments, international, intergovernmental and non- 
governmental organizations, civil society, youth, the academic community, the business 
sector and all spheres of teaching and learning, convened online from 17 to 19 May 2021 
for the World Conference on Education for Sustainable Development, organized by 
UNESCO in cooperation with the Federal Ministry of Education and Research of Germany,
and with the German Commission for UNESCO as advisory partner, adopt this declaration.

2. We are convinced that urgent action is needed to address the dramatic interrelated
challenges the world is facing, in particular, the climate crisis, mass loss of biodiversity,
pollution, pandemic diseases, extreme poverty and inequalities, violent conflicts, and other 
environmental, social and economic crises that endanger life on our planet. We believe that
the urgency of these challenges, exacerbated by the Covid-19 pandemic, requires a
fundamental transformation that sets us on the path of sustainable development based on 
more just, inclusive, caring and peaceful relationships with each other and with nature.

3. We are confident that education is a powerful enabler of positive change of mindsets and
worldviews and that it can support the integration of all dimensions of sustainable
development, of economy, society and the environment, ensuring that development
trajectories are not exclusively orientated towards economic growth to the detriment of
the planet, but towards the well-being of all within planetary boundaries.



4. We are confident that Education for Sustainable Development (ESD), anchored in SDG 4.7
and as an enabler for all 17 SDGs, is the foundation for the required transformation,
providing everyone with the knowledge, skills, values and attitudes to become change 
agents for sustainable development. ESD enables learners to develop their cognitive and
non-cognitive skills, such as critical thinking and competences for collaboration, problem
solving, coping with complexity and risk, building resilience, thinking systemically and 
creatively, and empowering them to take responsible action as citizens, fulfilling their right
to quality education as defined in SDG 4 -Education 2030. We believe that ESD must be 
based on and promote respect for nature, as well as human rights, democracy, the rule of 
law, non-discrimination, equity and gender equality. In addition, it should promote 
intercultural understanding, cultural diversity, a culture of peace and non-violence,
inclusion and the notion of responsible and active global citizenship.

5. We welcome the new ‘ESD for 2030’ framework and its Roadmap for implementation as
our guiding documents for the next 10 years to mobilize action on ESD in the areas of policy,
transforming learning environments, capacity development of educators, youth
empowerment, and local level action.

Our commitment 

1. We, within our respective mandates and in our areas of responsibility, taking into account
our needs, capacities, available resources and national priorities, commit to the following:

a) Ensure that ESD is a foundational element of our education systems at all levels, with
environmental and climate action as a core curriculum component, while maintaining a
holistic perspective on ESD that recognizes the interrelatedness of all dimensions of
sustainable development;

b) Integrate ESD into all levels of education and training from early childhood to tertiary and
adult education, including technical and vocational education and training (TVET), and into
non-formal education and informal learning, so that all individuals are provided with
lifelong and life-wide learning opportunities for sustainable development;

c) Implement ESD with joint emphasis on the cognitive skills, social and emotional learning,
and action competences for the individual and societal dimensions of transformation,
promoting individual behavioural change for sustainable development, equality and
respect for human rights as well as fundamental structural and cultural changes at the
systemic level of economies and societies, and also promoting the required political
action to bring about these changes;



d) Harness the power of ESD for the redesign of our societies, encouraging, inter alia, access
to scientific knowledge and data sharing to facilitate research, evidence-based policies,
democratic decision-making and the recognition of indigenous knowledge, to promote
sustainable and transformative economies centered on respect for the well- being of
people as well as for the planet, and to enhance resilience and preparedness for future
global crises;

e) Promote a whole-institution approach, recognizing that learners and the school
community become meaningfully engaged in sustainable development through
democratic participation when their institutions become living laboratories for
participation and active citizenship, equity and gender equality, health, connections with
nature and respect for the environment, energy efficiency and sustainable consumption,
and where learning is experiential, action-oriented, localized and culturally specific,
allowing learners to learn what they live and live what they learn;

f) Recognize climate change as a priority area of ESD of particular importance to Small Island
Developing States (SIDS), as they require special attention in terms of ESD
implementation due to their increasing vulnerability to climate change and natural
hazards;

g) Also recognize the crucial role of teachers to promote ESD and invest in the capacity 
development of teachers and other education personnel at all levels and to ensure a
whole-of-sector approach to the necessary transformation of education;

h) Harness the potential of new, digital and ‘green’ technologies to ensure that the access,
development and use of technologies is responsible, safe, equitable, inclusive and based
on critical thinking and sustainability principles with a proper assessment of risks and
benefits, as well as promotes open educational resources, open science and affordable
eLearning facilities for ESD;

i) Empower young people as change agents for sustainable development, by creating
opportunities for learning and civic engagement, and providing them with the
competencies and tools to participate in ESD as co-creators of individual and societal
transformation;

j) Prioritize marginalized populations, including persons with disabilities, refugees and
persons affected by conflict, crises and natural disasters, through an inclusive approach
by promoting innovative ESD policies which are contextualized and embedding ESD in
emergency education;

k) Emphasize gender equality and non-discrimination in access to knowledge and skills, and
ensure gender mainstreaming in ESD which enables a more profound and holistic
understanding of sustainability challenges and potential solutions;



l) Mobilize ESD to combat poverty, particularly extreme poverty, and provide learners with
relevant competencies to meet individual and societal demands, including through TVET
and skills development for sustainable livelihoods to ensure human dignity and the right
to live decently;

m) Enhance multi-sectoral and multi-disciplinary collaboration on ESD at all levels of
governance, with Ministries of Education collaborating with all other Ministries that have
an impact on sustainable development, to ensure a whole-of-government approach, with
strengthened cooperation between Ministries of Education and Environment at the core,
as well as with all other relevant stakeholder groups, such as non-governmental
organizations, the academic community, the business sector, youth, and others;

n) Support the further alignment, at global, regional and national levels, of the education,
environment, climate, sustainable economy and other relevant development agendas,
and enhance networking between different stakeholder groups in order to ensure that
efforts are mutually supportive and complementary and support structural mainstreaming
of ESD;

o) Allocate sufficient resources and protect the domestic and international financing of ESD
at the time of Covid-19 and beyond, and emphasize the role international development
cooperation plays in promoting quality education and youth empowerment in developing
countries in ways that strengthen the power of education in making all societies more just
and sustainable;

p) Monitor ESD progress, in the context of the overall monitoring of the SDGs and Target
4.7 in particular, in order to ensure that implementation is continuously improved and
helps ensure that no-one is left behind, put in place assessment systems on ESD and
enhance research on how to evaluate ESD progress.

Way forward 

7. We invite UNESCO, as the lead United Nations agency for ESD, to support the 
implementation of this declaration in cooperation with Member States, mobilizing its 
networks, including UNITWIN/UNESCO Chairs, UNESCO Associated Schools and UNESCO 
designated sites, among others, and ensuring regular reviews of implementation 
progress.

8. We commit to taking this declaration and its provisions forward through relevant global, 
regional, national and local processes, looking ahead to important milestones such as the 
2021 United Nations Biodiversity Conference (COP 15), the 2021 United Nations Climate 
Change Conference (COP 26) and beyond.

9. Transformative learning for people and the planet is a necessity for our survival and that 
of future generations. The time to learn and act for our planet is now.
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